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1 まえがき 

 非接触給電システムを無人搬送車（AGV）への電力

供給に適用した場合、バッテリーの充電や交換を行う

必要がなくなる利点があり、近年様々なシステム(1)～(3)

が提案されてきた。 

本論文では AGV 用三相-単相平面型非接触給電シス

テムを提案する。シミュレーションにおいて、非接触ト

ランスが移動磁界を発生し、2 次側コイルの位置に関係

なく一定の電力を送電出来ることを確認したので報告

する。 
 
2 平面型非接触給電  

図 1 に AGV 用平面型非接触給電システムを示す。直

線状の 1 次側送電線は y 軸方向の長さ 500[mm]、相間

の幅 60[mm]で平面上に設置されている。送電線は 1 線

辺り直径 3[mm]のワイヤ 2 本からなる。また図のよう

に三相（U、V、W 相）が割り当てられている。なお U、

V、W は逆巻きを意味する。2 次側コイルの形状は単相

の円形状（直径 180[mm]、巻き数 28 ターン）で AGV
に取り付けられており、1次-2次間のギャップ長21[mm]
である。1 次側はシンプルな構造を有するため、従来の

平面型非接触給電システム(4)(5)と比較して低コストで

実現可能である。 
 

3 移動磁界のシミュレーション 

図 2 に 1 次側送電線による磁界の分布を示す。磁界

は時間とともに x 軸方向に移動していることが確認で

きる。図 3 は z 軸方向磁界密度分布を示している。わ

ずかな歪みがあるが移動磁界は一定の振幅で生じてい

ることが確認され、二次側の位置に依存しない一定の

電力送電が期待できる。 
 

4 むすび 

本論文では、AGV 用三相-単相平面型非接触給電シス

テムを提案した。有限要素法のシミュレーションでは

一定振幅の移動磁界が 1 次側に発生することが確認さ

れ、一定の電力送電が期待できる。 
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図 1 AGV 用平面型非接触給電システム 
 

 

図 2  x-z 平面の 1 次側送電線による磁界の分布 

 

 
 
 

図 3  z=22.5[mm]での磁界密度分布 
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